
様式第１（その７の１）          

【複数年度事業】 

令和６年度補正予算 商用車等の電動化促進事業（トラック）事業実施計画書（全体） 

補助対象車両 

 

複数年度で導入する合計台数注７： 

 

○詳細注１ 

種類注２  BEV  PHEV  FCV 

 バッテリー交換

式 
 水素内燃  改造 

区分注３  軽自動車（バ

ン） 
 軽自動車（トラック）  トラクタ 

 トラック（小

型） 
 トラック（中型）  トラック（大

型） 

用途  事業用  自家用 

車名注４： 

通称名注４： 

型式注４： 

バッテリーサイズ等注５： 

台数注６： 

補助対象充電設

備等 
 

複数年度で導入する充電設備等の合計台数・口数注７： 

 

○詳細注１ 

メーカー名注８： 

型 式注８：  

製造番号注８： 

出力電力注８： kW 

認証登録： □有   □無   その他証明書□ 

台数：  台（総口数    口） 

事業実施スケジュ

ール注９ 

【初年度（１年目）】 

 

 

【翌年度（２年目）】 

 

 

初年度（１年目） 

所要経費詳細 

様式第１（その５の１）、（その５の２）及び（その６）のとおり 

翌年度（２年目） 

所要経費詳細 

様式第１（その７の２）、（その７の３）及び（その８）のとおり 

注１ 種類が２種類以上ある場合は、種類ごとに記載すること 
注２ BEV は電気自動車、PHEV はプラグインハイブリッド自動車、FCV は燃料電池自動車とす。 
注３ 補助対象車両の区分における大型、中型、小型とは 

大型車 車両総重量（GVW）１２t超 
          中型車 車両総重量（GVW）７．５t超１２t 以下 
   小型車 車両総重量（GVW）２．５t超７．５t以下 
注４ 「事前登録された補助対象車両情報」に記載されている車名、通称名及び型式であること 
注５ バッテリーサイズ等で基準額が異なる場合は記入する 
注６ 車名、型式及び車両の種類が同じ車両の申請台数を記載する 
注７ 複数種類を入れる場合は、種類ごとに何台（何口）導入予定か記載すること 
注８  充電設備メーカーが定める型式等をそれぞれ記載する 
注９ 事業実施スケジュールを記入すること。複数年度事業の全工程を含めたスケジュールとし、今回申請の事業に
より、何をどこまで実施するのかが明らかにわかるように詳細に記入すること。翌年度所要経費も記入すること。
また、車両、充電設備等を導入する時期、稼働開始予定は必ず記入すること 

注１０ 記入欄が少ない場合は、適宜様式を引き伸ばして使用すること 

 


